
「東工大らしさ」を集約し、学内外へ発信する拠点となる東京工業大学博物館は2011（平成23）年4月1日に誕生しまし
た。博物館は、東工大で生み出された教育と研究の歴史的成果、現在進行している様々な先端研究や社会への応用実績、
本学卒業生の社会における成果等を収集・調査・保存・研究及び伝承することにより、社会に向けて広く発信することを
目的として活動しています。博物館相当施設としての指定を受けた大岡山キャンパスの百年記念館と、すずかけ台キャン
パスの総合研究館(S1棟)1階にある展示室では、実体としての成果物を通じて東工大を感じていただけます。さらに参加者
の方々が研究者や学生と共通のテーマについて一緒に話し合いできるような、サイエンスカフェや特別展示などの企画を
開催しています。これらの活動は、博物館設立の源となった百年記念館における活動コンセプトに支えられ、引き継がれ
ています。

　百年記念館について
東京工業大学百年記念館は、本学が創立100周年を迎えた1981（昭和56）年、「東京工業大学創立百年記念
事業」の一環として計画され、1987年11月の開館以来、本学におけるミュージアム機能としての中心的な役
割を果たしてきました。創立百年記念事業に当たっては、本学の同窓会である社団法人蔵前工業会を母体とす
る募金会（土光敏夫会長）が結成され、卒業生や関係の諸会社から寄せられた基金によってその計画が進めら
れました。以下は、当時の募金趣意書に記された記念館設立の目的（抜粋）です。

「東京工業大学百年の歴史は、正にわが国工業の発展を支えた科学・技術の教育・研究の歴史そのものであり、
（中略）その教育・研究に用いられた貴重な器材や文書・記録が数多く集積されています。これを体系的に整
理し展示することは、たんに東京工業大学にとってだけでなく我が国全体の科学・技術の教育・研究の発展の
ため先人の果たした業績を明確にする意義をもつものであり、更にこれを踏まえて今後の一層の発展を図るた
めの貴重な礎石となると考えます。
そこでこの記念すべき創立百年の時期に当たり、正に『科学・技術の教育・研究百年』の業績の展示・保存を
中心とする『百年記念館』を建設し、そこに現在における科学・技術の最先端の所産をも併せて展示して、東
京工業大学の遠き将来に向けての一層の発展のための一大モニュメントとする計画であります。」
（東京工業大学創立百年記念事業資金募金趣意書より）

上記の趣意書にあるように、百年記念館は「科学・技術に関わる業績の保存と展示」を中心とした博物館的な
建物としてその計画がスタートしました。百年記念館専門委員会（委員長 平井聖教授（当時））は、その具体像
に対して「人からの伝承」と「物からの伝承」という2本の柱を核とするコンセプトを設定しています。つまり、
先端の科学技術に取り組む態度や関わり方について、実社会にて様々な役割を果たされている先輩方と直接対
話して学ぶこと〈人からの伝承〉と、創出された技術や研究成果にある背景を具体的資料を通じて学ぶこと
〈物からの伝承〉ができる場の実現が目的でした。このコンセプトをもって百年記念館が誕生し、博物館へと
繋がる今日までの運営の礎となりました。
建物の意匠設計には篠原一男教授が当たり、1986年10月に着工、1年後の1987年9月に竣工しました。その
後の竣工披露式典、募金会からの東京工業大学への建物の寄附を経て、同年11月に開館を迎えました。また、
展示に関しては百年記念館専門委員会の中に展示部会（主査::道家達將教授（当時））が設けられ、学内の収蔵
品の収集、展示計画が作成された後、同11月16日から開館記念特別展示が開催されました。

百年記念館の開館以後20年余りの間には、地階収蔵庫の改装による特別展示室の拡張や、２階の中小会議室の展示室化な
どが実施されました。また特定のテーマに基づく企画展示会（特別展示）が年数回開催されるなど、博物館としての機
能・活動の充実が図られてきました。そして博物館となった今日では、近接する東工大蔵前会館（TTF）や2011年7月に
オープンした新図書館と共に〈人〉や〈物〉からの伝承・交流が日常的に行われる、本学ならびに地域における文化・科
学技術に関する学術交流の中心拠点となっています。
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※利用の際の「使用責任者」は学内の教職員に限定させていただきます（学生、OBOG不可）
会議室利用受付　TEL : 03 - 5734 - 2098（9:30 - 17:00）　Mail：centjim@jim.titech.ac.jp

東京工業大学博物館・百年記念館　月 - 金曜日  8:30 -17:00（祝日，年末年始等の休館日を除く）
　　　常設展示室      （地下1階、2階）10:30 -16:30［入場無料］
　　　ラーニング＆インフォメーション・コモンズ「T-POT」  （1階） 　　　　   8:30 -17:00
　　　フェライト記念会議室　　　　　　　　　　　　　  （3階）  　　　　 ［要予約・有料］
　　　ミーティングスペース　　　　　　　　　　　　　  （4階）  　　　　 ［要予約・有料］

博物館・百年記念館
　　　月 - 金曜日 9:30 -17:00
　　　TEL：03-5734-3340　FAX：03-5734-3348
　　　Mail：centjim@jim.titech.ac.jp
　　　URL：http://www.cent.titech.ac.jp/

資史料館・公文書室 
　　　本館3階 337号室 （閲覧室・事務室）
　　　月 - 金曜日 10:00 -12:15　 13:15 -16:00（入室は15：30まで）
　　　TEL：03-5734-3347　FAX：03-5734-3778
　　　Mail：centshiryou@jim.titech.ac.jp
　　　URL：http://www.cent.titech.ac.jp/

すずかけ台分館　総合研究館S1（1階）
　　（すずかけ台地区事務部　研究院支援課　研究院事務第２グループ）
　　　月 - 金曜日 12:00-17:00（受付は16：30まで）
　　　TEL：045-924-5991
　　　Mail：ken.jim2@jim.titech.ac.jp
　　　URL：http://www.iir.titech.ac.jp/museum/

お問合せ・アクセス

¥ 2,511

フェライト記念会議室

施設名称

ミーティングスペース

部屋面積 定員数
（最大席数）

備　考

360㎡

364㎡

301㎡

学内

76
   前室の談話室を含む   
     （面積 176㎡ )　　　　　　

1 階

3階

4階

Aゾーン
Bゾーン
Cゾーン
全 　面

土光記念応接室
※下記条件あり

81㎡

100㎡

42㎡

60㎡

¥ 3,100
¥ 1,302

¥ 11,160

¥ 11,284

¥ 1,860

¥ 6,231

20

56

28

104

40

¥ 22,320

¥ 22,568

¥   3,760

¥ 12,463

学外

（100）

（80）

利用料金（1時間単位）

《注意点》
・会議室は原則として教育・学術を目的とし，本学の教職員、その他の学術団体等が主催する会合にご利用可能です（応相談）
・1階はゾーン貸出が可能ですが、他ゾーンと完全に区切ることはできません
・1階の学外貸出は全面使用の場合のみとします
・3階の土光記念応接室の貸出は、3階または 4階使用の場合のみとします

空き状況等を含め、詳細につきましては博物館ホームページにてご確認いただくか、
博物館事務室までお問い合わせ下さい。

〒226-8503 神奈川県横浜市緑区長津田町4259 
東急田園都市線 すずかけ台駅 下車
すずかけ台キャンパス内　S１棟 1階

すずかけ台駅 国道246号線

すずかけ門

長津田門

総合研究館 (S1）
1階

〒152-8550　東京都目黒区大岡山2-12-1
東急目黒線・大井町線 大岡山駅 下車
大岡山キャンパス内
《博物館》 百年記念館
《資史料館・公文書館》本館3階　337号室  

本館 3階
337 号室

百年記念館


